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総務企画委員会

環境商工委員会

保健福祉委員会

職業訓練の様子

利用者の立場に立った整備が期待される特別養護老人ホーム

１２月１１日に県庁内で開かれた「青少年の入れ墨防止にかかる検討会」

問　

雇
用
問
題
は
現
下
の
最
大
の

課
題
。
様
々
な
事
業
に
よ
っ
て
雇

用
に
結
び
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

比
較
的
求
人
が
多
い
介
護
や

Ｉ
Ｔ
、
警
備
な
ど
の
分
野
で
の
資

格
取
得
も
で
き
る
離
転
職
者
訓
練

の
実
施
な
ど
、
雇
用
に
つ
な
が
る

施
策
を
進
め
て
い
く
。

問　

技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
い
ば
ら
き
大
会
二
〇
〇
九
が
開

催
さ
れ
た
が
、
若
年
技
能
者
の
育

成
の
観
点
か
ら
大
会
の
成
果
を
ど

の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
後
は
技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス

ト
等
派
遣
に
よ
る
出
前
講
座
や
技

能
五
輪
等
選
手
育
成
支
援
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
多
く
の
機
会
を
通

じ
て
、
も
の
づ
く
り
人
材

の
育
成
に
努
め
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が

一
過
性
と
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
。

問　

二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
削
減
す
る
た
め
家
庭

な
ど
で
創
意
工
夫
し
な
が

ら
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
は
、

五
千
五
百
七
十
世
帯
の
参

加
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
成

果
と
事
業
の
継
続
は
。

答　

夏
場
の
電
気
使
用
量

削
減
の
実
績
を
年
間
当
た

り
に
推
計
す
る
と
、
百
三
十
五
世

帯
の
家
庭
に
お
け
る
電
気
や
車
な

ど
か
ら
の
全
て
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
ゼ
ロ
に
し
た
計
算
に
な

る
。
今
後
は
、
企
業
の
参
加
も
視

野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
霞
ヶ
浦
の
浄
化
対
策
、

高
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
対
策
な

ど
も
質
問
）

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、「
大
規

模
災
害
等
に
対
す
る
危
機
管
理
」

と
「
中
小
企
業
の
活
性
化
と
雇
用

対
策
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
の
啓
発

事
業
の
強
化
、
中
小
企
業
の
経
営

革
新
の
取
組
み
を
促
進
す
る
た
め

の
施
策
展
開
な
ど
を
県
執
行
部
に

提
言
し
ま
し
た
。

問　

タ
ト
ゥ
を
含
む
入
れ
墨
は
青

少
年
へ
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の

悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
入
れ
墨

関
係
図
書
が
有
害
指
定
さ
れ
た
こ

と
は
評
価
す
る
が
、
今
後
も
高
校

や
小
中
学
校
で
の
積
極
的
な
取
り

組
み
は
不
可
欠
。
全
庁
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
、
検
討
会
の
設
置
な

ど
、
早
急
な
対
応
を
願
い
た
い
。

答　

教
育
庁
で
は
、
冬
期
に
お
け

る
生
徒
指
導
等
に
関
す
る
通
知
に

お
い
て
、
入
れ
墨
の
防
止
を
児
童

生
徒
に
十
分
指
導
す
る
よ
う
、
県

立
高
校
や
市
町
村
教
育
委
員
会
な

ど
に
要
請
し
て
い
る
。
関
係
部
局

と
の
検
討
会
を
早
速
発
足
さ
せ
、

年
度
内
に
成
果
を
出
せ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

県
の
広
報
部
門
に
Ｐ
Ｒ
の
専

門
家
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

他
県
の
例
を
参
考
に
、
現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
広
報
宣
伝
の
プ
ロ
と
と
も
に

メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
報
活
動
を
行
う

こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
り
、
観

光
客
の
誘
致
や
物
産
の
販
路
拡
大

な
ど
、
県
民
生
活
の
向
上
に
直
接

結
び
つ
く
よ
う
な
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

の
実
現
に
向
け
検
討
し
た
い
。

問　

茨
城
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
出
店
業
者
と
早

急
に
本
契
約
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
時
点
で
は
「
内
定
」
で
あ

り
、
現
在
の
就
航
状
況
を
踏
ま
え

た
開
業
時
の
品
揃
え
な
ど
を
開
発

公
社
と
出
店
業
者
と
の
間
で
調
整

中
。
そ
の
ほ
か
レ
ン
タ
カ
ー
、
宅

配
便
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い

て
も
一
月
の
引
き
渡
し
時
ま
で
に

契
約
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
ら
き
就
職
・
生

活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
や

県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
の
命
名
権
導
入
な
ど
も
質

問
）

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
審
査
を
進
め
て
き
た
「
茨
城
空

港
開
港
に
向
け
た
諸
対
応
」
に
関

し
、
就
航
対
策
や
施
設
整
備
、
空

港
の
ア
ク
セ
ス
整
備
、
利
用
促
進

対
策
な
ど
の
取
り
組
む
べ
き
施
策

に
つ
い
て
、
県
執
行
部
に
提
言
し

ま
し
た
。

問　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
を
基
本
に

進
め
て
い
る
が
、
入
所

者
が
多
床
室
、
ユ
ニ
ッ

ト
型
の
ど
ち
ら
で
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

答　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い

て
は
、「
第
四
期
い
ば
ら

き
高
齢
者
プ
ラ
ン
二
十

一
」
に
基
づ
き
整
備
し

て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
型

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
反
面
、
コ
ス
ト
が
高

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

利
用
者
の
立
場
に
立
ち
整
備
し
て

い
き
た
い
。

問　

高
コ
ス
ト
体
質
だ
っ
た
県
立

病
院
の
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

答　

経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
職
員

の
給
与
カ
ッ
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
任
用
に
は
一
部
能
力
評
価

を
取
り
入
れ
た
。

問　

立
地
企
業
が
地
域
間
競
争
に

勝
ち
抜
く
た
め
、
工
業
用
水
を
値

下
げ
す
る
可
能
性
は
あ
る
か
伺
う
。

答　

鹿
島
・
県
西
・
県
南
の
工
業

用
水
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六

年
に
借
入
金
返
済
の
山
を
越
す
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
値
下
げ

に
つ
い
て
前
倒
し
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
こ
ど
も
福
祉
医
療
セ

ン
タ
ー
の
建
て
替
え
計
画
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
導
入
の
進
捗
状
況
な
ど

も
質
問
）

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
「
医
療
提
供
体
制
の
充
実
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
医
療
機
関
の
連

携
推
進
や
、
周
産
期
・
小
児
医
療
、

救
急
医
療
体
制
の
充
実
強
化
策
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た

成
果
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
医
療
提
供
体
制
づ
く
り
や
、

市
町
村
や
医
療
機
関
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
、
県

執
行
部
に
提
言
し
ま
し
た
。

常任委員会の審議から

入
所
者
の
立
場
に
立
ち

整
備
し
て
い
く

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
の
方
針
は

資
格
取
得
も
で
き
る

離
転
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施

雇
用
問
題
の
課
題
解
決
は

関
係
部
局
と
の
検
討
会
を
発
足

青
少
年
の
入
れ
墨
防
止
へ
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
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農林水産委員会

土木委員会

文教治安委員会

（仮称）朝日トンネル完成予想図（土浦市側から臨む）

通学路の安全点検の様子

食料自給率の向上にもなる国産飼料用米で育てたレモンイエローの卵（右）
写真提供：ひたち野農業協同組合

問　

二
日
に
わ
た
り
審
議
し
た（
仮

称
）
朝
日
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
工
事

請
負
契
約
の
相
手
方
に
詐
欺
容
疑

で
家
宅
捜
索
を
受
け
た
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
容
疑

段
階
で
の
指
名
停
止
は
望
ま
し
く

な
い
と
す
る
国
の
指
針
や
、
知
事

あ
て
に
そ
の
企
業
の
役
員
か
ら
容

疑
事
実
を
否
定
す
る
釈
明
書
が
提

出
さ
れ
た
と
い
っ
た
説
明
が
あ
っ
た
。

本
契
約
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
県

の
厳
正
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
指
導
や
検
査
体
制
は
。

答　

社
内
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法

令
順
守
）
の
徹
底
に
つ
い
て
、
指

導
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本
工
事
は

低
入
札
価
格
調
査
の
対
象
工
事
※

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
監
督
や

工
事
の
検
査
を
、
通
常
の
一
・
五

〜
二
倍
行
う
と
い
う
指
針
に
基
づ
き
、

厳
重
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

問　

国
の
概
算
要
求
が
示
さ
れ
た
が
、

厳
し
い
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
予
算
を
編
成
す
る
中
で
、
道

路
整
備
の
重
点
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

県
で
は
、
産
業
振
興
の
た
め

の
広
域
的
な
幹
線
道
路
網
の
整
備

と
生
活
を
支
え
る
道
路
の
整
備
を

二
本
の
柱
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

橋
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

架
替
え
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
計
画
的
な
架
替
え
や
、

橋
の
寿
命
を
延
ば
す
修
繕
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
策
定
中
の
橋
り
ょ

う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
進
捗
は
。

答　

平
成
十
九
、
二
十
年
度
に
橋

り
ょ
う
の
点
検
を
実
施
。
こ
の
点

検
結
果
に
基
づ
き
、
今
年
三
月
に

は
計
画
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
交
通
事
故
多
発
交
差

点
に
お
け
る
事
故
原
因
と
今
後
の

対
策
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
見
直
し
の
考
え
方
な
ど
も
質

問
）

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
使
う
側

の
視
点
に
た
っ
て
、
必
要
な
社
会

資
本
と
は
何
か
、
い
か
に
効
率
的
・

効
果
的
に
整
備
す
べ
き
か
と
い
っ

た
将
来
の
社
会
資
本
整
備
の
方
向
性
、

取
り
組
む
べ
き
施
策
及
び
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
、
県
執
行
部
に

提
言
し
ま
し
た
。

問　

耕
作
放
棄
地
解
消
等
の
た
め

作
付
け
拡
大
す
る
飼
料
用
米
の
利

用
で
、
鶏
の
エ
サ
と
す
る
場
合
、

品
質
は
良
い
が
卵
の
黄
身
が
通
常

よ
り
白
く
な
り
、
消
費
者
が
敬
遠

し
が
ち
に
な
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答　

卵
の
黄
色
は
エ
サ
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
成
分
に
よ
る
た
め
で
、

エ
サ
の
配
合
で
発
色
を
良
く
す
る

こ
と
も
可
能
だ
が
、
逆
に
色
の
違

い
を
利
用
し
、
飼
料
用
米
の
エ
サ

使
用
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

問　

県
議
会
が
実
施
し
た
県
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
森
林
湖
沼
環
境
税

を
知
ら
な
い
と
の
回
答
が
47
％
も

あ
っ
た
が
、
県
は
今
ま
で
ど
の
よ

う
な
広
報
を
し
て
き
た
の
か
、
ま

た
、
同
税
を
個
人
所
有
の
山
林
の

間
伐
に
使
用
す
る
理
由
は
。

答　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て

き
た
が
、
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

間
伐
は
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
※
を
守
る
た
め
必
要
で
、
緊
急

に
間
伐
を
行
う
必
要
性
の
あ
る
森

林
に
対
し
、
国
の
補
助
金
に
同
税

を
上
乗
せ
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問　

県
北
地
域
の
山
間
部
で
、
市

町
村
道
と
は
別
に
農
道
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
農
道
と
は
ど

の
よ
う
な
道
路
な
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
整
備
の
見
通
し
は
。

答　

農
道
は
農
産
物
の
集
出
荷
な

ど
の
た
め
土
地
改
良
法
に
基
づ
い

て
、
地
元
の
申
請
に
よ
り
国
の
承

認
を
受
け
て
整
備
し
て
い
る
も
の
。

地
元
の
要
望
は
あ
る
が
事
業
仕
分

け
で
廃
止
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
東
京
都
中
央
市
場
に

お
け
る
青
果
物
の
取
扱
高
、
エ
チ

ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
の
被
害
防
止
対
策
に

つ
い
て
な
ど
も
質
問
）

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
「
耕
作
放
棄
地
解
消
等
を
中
心

と
し
た
農
業
・
農
村
の
再
生
」
を

テ
ー
マ
に
審
査
を
進
め
て
き
た
結

果
と
し
て
、
市
町
村
対
策
協
議
会

設
置
の
推
進
、
担
い
手
育
成
、
農

地
集
積
、
生
産
販
売
対
策
な
ど
を

推
進
す
る
よ
う
、
県
執
行
部
に
提

言
し
ま
し
た
。

問　

昨
年
十
月
下
旬
に
茨
城
町

で
小
学
生
が
自
転
車
通
学
時
に

死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

そ
の
後
の
事
故
防
止
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
う
。

答　

県
警
察
で
は
、
町
や
地
元

住
民
に
交
通
流
量
を
抑
制
す
る

た
め
の
対
策
案
を
提
示
す
る
一

方
、
知
事
部
局
や
教
育
庁
、
道

路
管
理
者
と
協
議
し
、
歩
道
の

整
備
や
通
学
方
法
の
代
替
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

学
生
へ
の
自
転
車
通
学
の
安
全

指
導
や
通
学
路
の
安
全
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。

問　

来
年
度
か
ら
試
行
的
に
配

置
す
る
副
校
長
の
役
割
が
わ
か
り

に
く
い
。
そ
の
仕
事
の
内
容
を
明

確
に
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　

副
校
長
は
、
各
学
校
が
抱
え

る
学
力
や
生
徒
指
導
な
ど
の
特
定

の
課
題
も
担
う
こ
と
に
な
る
が
、

幅
広
く
校
長
を
補
佐
す
る
こ
と
が

そ
の
役
割
で
あ
る
。

問　

来
年
度
か
ら
県
立
高
校
に
医

学
部
進
学
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
と

言
う
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
詳
細
な
情
報
の

早
期
公
表
も
求
め
た
い
。

答　

県
内
五
地
域
ご
と
に
、
進
学

コ
ー
ス
設
定
校
を
公
募
中
で
、
十

二
月
ま
で
に
選
定
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
県
北
や
県
西
に
設
置

す
る
中
高
一
貫
校
に
、
サ
イ
エ
ン

ス
科
（
仮
称
）
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
早
期
公
表
に
も
努
め
た
い
。

（
ほ
か
に
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
競
技
力
向
上
対
策
の
充
実
、

茨
城
空
港
開
港
に
伴
う
警
備
の
課

題
・
対
応
な
ど
も
質
問
）

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
「『
生
き
る
力
』
を
は
ぐ
く
む

教
育
の
充
実
」
と
「
地
域
警
察
力

の
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
審
査
を
進

め
て
き
た
成
果
と
し
て
、
学
校
と

家
庭
が
連
携
し
自
発
的
な
学
習
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
や
、

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る

た
め
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
、
警

察
機
能
の
効
率
化
や
現
場
執
行
力

の
強
化
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
へ
の
多
角
的
な
支
援
な

ど
を
推
進
す
る
よ
う
、
県
執
行
部

に
提
言
し
ま
し
た
。

※【森林の持つ公益的機能】…水資源の確保（緑のダム）、土砂流出防止などの災害防止、CO2吸収による地球温暖化防止など。
※【低入札価格調査の対象工事】…落札予定者の入札金額が、ダンピング防止のために導入している基準価格を下回り、施工内容等の調査対象となった工事。

ことば

安
全
指
導
や

通
学
路
の
点
検
な
ど
を
実
施

小
学
生
の
自
転
車
交
通
事
故
防
止
対
策
は

現
場
監
督
や
工
事
検
査
に
つ
い
て

厳
重
に
管
理
し
て
い
く

色
の
違
い
を
利
用
し

積
極
的
に
P
R
し
て
い
く

飼
料
用
米
の
鶏
へ
の
エ
サ
使
用
に
つ
い
て

二
日
に
わ
た
り
審
議
し
た
工
事
請
負
契
約
の

工
事
施
工
に
あ
た
っ
て
の
対
応
は


